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【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  
 

文 部科 学 省 （ 2024） の 「 令和 5 年 度児 童 生 徒 の 問題 行 動 ・ 不登 校 等 生 徒指 導 上 の 諸課 題 に 関 する 調

査 」に よ る と 、小 学 生 の 不登 校 の 児 童数 は 130 ,370 人 と 過 去最 多 で ， この 10 年 で 約 5 倍増 加 し てい

る 。こ の 問 題 に対 し て 生 徒指 導 提 要 （文 部 科 学 省 ,  2022）で は 、 不 登 校 の背 景 に あ る要 因 を 多 面的 か

つ 的確 に 把 握 し 、早期 に 適切 な 支 援 につ な げ る アセ ス メ ン トの 重 要 性 が指 摘 さ れ てい る 。ま た ，不 登

校 など の 学 校 教育 課 題 に 対し て は ，困 難 課 題 対 応 的生 徒 指 導 や課 題 予 防 的生 徒 指 導 とい っ た 事 後対 応

的 な生 徒 指 導 だけ で な く ，常 態 的 先 行的 な 発 達 支持 的 生 徒 指導 の 基 盤 を整 備 す る こと も 求 め てい る 。 
昨 今 ，こ の 常 態 的先 行 的 な 発達 支 持 的 生徒 指 導 の 取り 組 み と して ，ポ ジ テ ィブ 行 動 支 援（以 下 ，PBS）

が 取り 組 ま れ てい る 。 ポ ジテ ィ ブ 行 動支 援 は 「 当事 者 の ポ ジテ ィ ブ な 行動 （ 本 人の QOL 向 上 に直 結

す る行 動 ）を ポ ジ テ ィ ブ に（ 罰 的で は な い 肯 定 的、教 育的 、予防 的 な 方法 で ）支 援 す る た め の枠 組 み

（ 日本 ポ ジ テ ィブ 行 動 支 援ネ ッ ト ワ ーク ）」と さ れ，日 本各 地 で 実 践研 究 が取 り 組 ま れて い る。そ の中

で 大対（ 2022）は ，中 学 校 にお い て 学 校規 模 ポ ジ ティ ブ 行 動 支援 に 取 り 組み ，不 登 校 お よ び欠 席 日数

の 減少 の 効 果 を明 ら か に して い る 。  
と こ ろ で ， 現 在 日 本 の 学 校 現 場 で は ， 教 育 デ ジ タ ル ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン に よ る 教 育 デ ー タ の

利 活用 が 推 進 され て お り ，不登 校 対 応 に おい て も利 活 用 が 推奨 さ れ て いる 。し か し ，こ の不 登 校と い

う 用語 は ，文 部 科 学 省に よ る行 政 的 定 義で あ り ，「 年 間 30 日 以上 欠 席 し て いる 児 童 生 徒の う ち 、病 気

や 経済 的 な 理 由に よ る も のを 除 い た、何 ら か の 心理 的 、情 緒 的、身 体 的、あ るい は 社 会 的 要 因・背 景

に より 、登 校 しな い あ る いは し た く とも で き な い状 態 」と ある た め ，年 度内 に 1 名 と カウ ン ト され て

し まう と そ れ 以降 変 化 し ない 。  
そ こ で 本 研 究 で は ， 学 校 に お け る ポ ジ テ ィ ブ 行 動 支 援 の 実 践 が ， 実 践 校 に て 在 籍 児 童 が 出 席 し た 割

合 であ る 出 席 率に 及 ぼ す 効果 に つ い て検 討 を 行 った 。ま た ，実 践 校 で 学 校業 務 の 一 環と し て 行 われ て

い た 学 校 適 応 感 に 関 す る 質 問 紙 に つ い て も 分 析 を 行 う （ 予 定 ）。 実 施 に 当 た っ て は 学 校 長 お よ び 教 育

委 員会 に 対 し て研 究 の 概 要と 質 問 内 容の 説 明 を 行い 、 調 査 と研 究 に 対 する 同 意 を 得た 。  
公 立小 学 校 1 校 に お い て ポジ テ ィ ブ 行動 支 援 の 実践 を 行 っ た。 小 学 校 では 全 校 規 模で の 発 達 支持 的

生 徒指 導 の た めの 学 校 規 模 PBS に 加 えて ，課 題 予防 的 生 徒 指導 の た め の学 級 規 模 PBS も 取 り 組ま れ

た 。ま た ， 学 校に お い て デジ タ ル デ バイ ス 上 で 出席 率 が 集 計さ れ る シ ステ ム を 構 築し た 。  
そ の結 果 ，出 席 率 は 非 実 施期 で あ っ た前 年 度 94.97%（ SD=  2 .08%）で あ った が ，実 践 を 行 っ た 年度

は 95 .26%（ SD=1.51%）で あ り，非 実 施 期の ト レ ンド（ デ ータ の 上 昇 傾 向や 下 降 傾 向）を 統 制 した 上

で ， 非 実 施 と 実 施 期 の デ ー タ の 有 意 差 検 定 を 行 う こ と が で き る Base l ine  Co rre cte d  Tau
（ Tarlo w,2016） を 用 い て 統 計 分 析 を 行 っ た と こ ろ ， 非 実 施 と 実 施 期 の 差 が 有 意 傾 向 で あ っ た 。 学 校

適 応感 の 結 果 につ い て は ，実 践校 の あ る 自治 体 よ り委 託 さ れ デー タ 集 計・処 理を 行 う 公 益社 団 法 人学

校 教育 開 発 研 究所 に デ ー タの 共 有 を 依頼 し て お り， 共 有 後 に分 析 す る 予定 で あ る 。  
結 果 よ り ， 有 意 傾 向 で あ る が 出 席 率 の 改 善 が 見 ら れ た こ と に よ り ， ポ ジ テ ィ ブ 行 動 支 援 の 一 定 の 効

果 が示 さ れ た と考 え ら れ る 。今後 は ，ポ ジ テ ィ ブ 行動 支 援 の 実践 方 法 が どの よ う な 影響 を 及 ぼ すの か

の 詳細 な 検 証 や，出 席 率 や 生徒 指 導 上 に関 連 す る デー タ に 基 づい て 実 践 計画 を 行 う エビ デ ン ス ベー ス

の 学校 教 育 実 践が ど の よ うに 行 わ れ るか の 検 証 を行 っ て い く所 存 で あ る。  

【研究成果発表方法】 
研 究成 果 を 取 りま と め 、 以下 の 通 り 学会 で の 成 果発 表 と 査 読付 き 学 術 誌に 投 稿 す る予 定 で あ る。  

 

【 発表 論 文 名 】「小 学 校 に おけ る ポ ジ ティ ブ 行 動 支援 が 児 童 生徒 の 学 校 適応 と 出 席 率に 及 ぼ す 効果 」  
【 学会 発 表 】 日本 行 動 分 析学 会 年 次 大会 （ 2025 年 8 月 発 表 予定 ）  
【 論文 投 稿 】 学校 カ ウ ン セリ ン グ 研 究（ 2025 年 度投 稿 予 定 ）  

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 


